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(57)【要約】
【課題】光学ユニットの初期位置を手動調整する機構を
備えつつ、低温環境下においても光学ユニットのハウジ
ングに対する相対位置を変更可能にする。
【解決手段】ハウジング２は、内側に灯室の少なくとも
一部を区画し、開口２ｂを有している。光学ユニット６
は、灯室内に配置された光源から出射された光を所定の
方向へ照射する。ヒートシンク５２は、灯室内において
光源を支持している第一部分５２ａ、および開口２ｂを
通じてハウジング２の外側に露出する第二部分５２ｂを
備えている。弾性部材８は、第二部分５２ｂと開口２ｂ
の縁の間に配置されている。第一ネジ部材９５と第二ネ
ジ部材９６は、ハウジング２を貫通して延び、手動回転
されることによってヒートシンク５２と光学ユニット６
をともにハウジング２に対して変位させる。電動アクチ
ュエータ７は、灯室内に配置され、光学ユニット６をヒ
ートシンク５２に対して変位させる。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載される照明装置であって、
　内側に灯室の少なくとも一部を区画し、開口を有しているハウジングと、
　前記灯室内に配置されている光源と、
　前記灯室内に配置され、前記光源から出射された光を所定の方向へ照射する光学ユニッ
トと、
　前記灯室内において前記光源を支持している第一部分、および前記開口を通じて前記ハ
ウジングの外側に露出している第二部分を備えているヒートシンクと、
　前記第二部分と前記開口の縁の間に配置されている弾性部材と、
　前記ハウジングを貫通して延びており、手動回転されることによって前記ヒートシンク
と前記光学ユニットをともに前記ハウジングに対して変位させるネジ部材と、
　前記灯室内に配置され、前記光学ユニットを前記ヒートシンクに対して変位させる電動
アクチュエータと、
を備えている、
照明装置。
【請求項２】
　前記ヒートシンクの前記第一部分は、放熱フィンを備えており、
　前記放熱フィンの前記光学ユニットに最も近い部分は、前記光源と前記光学ユニットの
間に位置している、
請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記ヒートシンクの前記第一部分に支持され、前記光源から出射された光の少なくとも
一部を前記光学ユニットに向けて反射するリフレクタを備えており、
　前記第一部分は、前記第二部分に向かって窪んでいる凹部を有しており、
　前記リフレクタの一部は、前記凹部内に配置されている、
請求項１または２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記弾性部材は、
　　前記ヒートシンクの前記第二部分と接する内周部と、
　　前記ハウジングの前記開口の縁と接する外周部と、
を有しており、
　前記内周部と前記外周部の少なくとも一方は円形状を呈している、
請求項１から３のいずれか一項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両に搭載される照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に記載された照明装置は、光源、光学ユニット、およびヒートシンクを備え
ている。光源と光学ユニットは、ハウジングと透光部材により区画された灯室内に配置さ
れている。光源から出射された光の少なくとも一部は、光学ユニットと透光部材を通過し
、所定の領域を照明する。ヒートシンクは、光源を支持している。光源から発生した熱の
放散性を高めるために、ヒートシンクの一部は、ハウジングに形成された開口を通じて外
側に露出している。当該開口を通じて水や埃が灯室内に侵入することを防ぐため、当該開
口の縁とヒートシンクの間には、封止部材が配置されている。
【０００３】
　特許文献１に記載された照明装置は、ハウジングを貫通して延びるネジ部材をさらに備
えている。ネジ部材が手動回転されることにより、光学ユニットの初期位置が調整される
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ように構成されている。光学ユニットとヒートシンクの相対位置が不変であるため、ネジ
部材の回転に伴ってヒートシンクのハウジングに対する姿勢が変化する。よって、開口内
でのヒートシンクの変位を許容するために、封止部材は弾性あるいは可撓性を有する材料
により形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１３４６３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　光学ユニットの初期位置が調整された後も、レベリング制御などのように、車両の走行
状態に応じて光学ユニットのハウジングに対する相対位置を変化させたいというニーズが
ある。このような制御を行なう機構は、零下１０℃を下回る低温環境下でも動作すること
が求められる。しかしながら、そのような低温環境下においては、封止部材を形成する材
料が硬化して弾性や可撓性が失われてしまう。そのため、ヒートシンクのハウジングに対
する姿勢変化が許容されず、当該制御の遂行に支障をきたす事態が想定される。
【０００６】
　本発明は、光学ユニットの初期位置を手動調整する機構を備えつつ、低温環境下におい
ても光学ユニットのハウジングに対する相対位置を変更可能にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明がとりうる一態様は、車両に搭載される照明装置
であって、
　内側に灯室の少なくとも一部を区画し、開口を有しているハウジングと、
　前記灯室内に配置されている光源と、
　前記灯室内に配置され、前記光源から出射された光を所定の方向へ照射する光学ユニッ
トと、
　前記灯室内において前記光源を支持している第一部分、および前記開口を通じて前記ハ
ウジングの外側に露出している第二部分を備えているヒートシンクと、
　前記第二部分と前記開口の縁の間に配置されている弾性部材と、
　前記ハウジングを貫通して延びており、手動回転されることによって前記ヒートシンク
と前記光学ユニットをともに前記ハウジングに対して変位させるネジ部材と、
　前記灯室内に配置され、前記光学ユニットを前記ヒートシンクに対して変位させる電動
アクチュエータと、
を備えている。
【０００８】
　このような構成によれば、光学ユニットの初期位置の調整は、ネジ部材を手動回転する
ことによって行なわれる。このとき、光学ユニットとヒートシンクは、ともにハウジング
に対して変位される。ヒートシンクのハウジングに対する変位は、弾性部材によって許容
されている。
【０００９】
　他方、電動アクチュエータによる光学ユニットの位置調整は、光学ユニットがヒートシ
ンクに対して相対変位するように行なわれる。よって、低温環境下において弾性部材が硬
化し、ヒートシンクのハウジングに対する変位を許容していた弾性や可撓性が失われても
、さらなる光学ユニットの位置調整に支障をきたすことがない。換言すると、車両がその
ような低温環境下に置かれるのは、光学ユニットの初期位置の手動調整が行なわれた後で
あるため、レベリング制御などの遂行にあたって弾性部材の硬化を考慮する必要がない。
したがって、光学ユニットの初期位置を手動調整する機構を備えつつ、低温環境下におい
ても光学ユニットのハウジングに対する相対位置を変更できる。
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【００１０】
　上記の照明装置は、以下のように構成されうる。
　前記ヒートシンクの前記第一部分は、放熱フィンを備えており、
　前記放熱フィンの前記光学ユニットに最も近い部分は、前記光源と前記光学ユニットの
間に位置している。
【００１１】
　ヒートシンクの第二部分がハウジングの外部に露出しているだけでなく、灯室内に配置
されるヒートシンクの第一部分にも放熱フィンが設けられているため、ヒートシンクの放
熱性を向上できる。放熱性が向上することにより、ヒートシンクの大型化が抑制される。
比較的重量の大きいヒートシンクの大型化が抑制されることにより、手動で行なわれるネ
ジ部材による光学ユニットの初期位置調整が容易とされうる。
【００１２】
　上記の照明装置は、以下のように構成されうる。
　前記ヒートシンクの前記第一部分に支持され、前記光源から出射された光の少なくとも
一部を前記光学ユニットに向けて反射するリフレクタを備えており、
　前記第一部分は、前記第二部分に向かって窪んでいる凹部を有しており、
　前記リフレクタの一部は、前記凹部内に配置されている。
【００１３】
　第二部分がハウジングの外部に露出していることによってヒートシンクの放熱性が向上
しているため、ヒートシンクの体積の一部をリフレクタの収容空間として利用できる。こ
れにより、灯室内の空間の利用効率が高まり、照明装置の大型化を抑制できる。また、比
較的重量の大きいヒートシンクの大型化が抑制されうるため、手動で行なわれるネジ部材
による光学ユニットの初期位置調整が容易とされうる。
【００１４】
　上記の照明装置は、以下のように構成されうる。
　前記弾性部材は、
　　前記ヒートシンクの前記第二部分と接する内周部と、
　　前記ハウジングの前記開口の縁と接する外周部と、
を有しており、
　前記内周部と前記外周部の少なくとも一方は円形状を呈している。
【００１５】
　ネジ部材による光学ユニットの初期位置調整時において、ヒートシンクの第二部分のハ
ウジングに対する変位によって弾性部材が変形する。このような構成によれば、そのよう
な変形に伴って発生する応力が特定の箇所に集中しにくい。したがって、弾性部材の封止
能力の劣化を抑制できる。また、弾性部材の変形に伴って発生する応力が特定の箇所に集
中しにくいため、手動で行なわれるネジ部材による光学ユニットの初期位置調整が容易と
されうる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】一実施形態に係る前照灯装置を一部断面視で示す左側面図である。
【図２】上記前照灯装置の一部（灯室内部）を示す斜視図である。
【図３】上記前照灯装置の一部の外観を示す斜視図である。
【図４】上記前照灯装置の光学ユニットを示す斜視図である。
【図５】上記前照灯装置の一部（灯室内部）を示す斜視図である。
【図６】上記前照灯装置の一部（灯室内部）を示す斜視図である。
【図７】上記前照灯装置によるレベリング制御を説明する図である。
【図８】上記前照灯装置の構成を示す分解斜視図である。
【図９】上記前照灯装置の第一ネジ部材による動作を説明する図である。
【図１０】上記前照灯装置の第二ネジ部材による動作を説明する図である。
【図１１】変形例に係る前照灯装置の一部（灯室内部）を示す斜視図である。
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【図１２】変形例に係る前照灯装置の一部（灯室内部）を示す斜視図である。
【図１３】変形例に係る前照灯装置の一部（灯室内部）を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　添付の図面を参照しつつ、本発明の実施形態例について以下詳細に説明する。なお以下
の説明に用いる各図面では、各部材を認識可能な大きさとするために縮尺を適宜変更して
いる。以降の説明に用いる「右」および「左」は、運転席から見た左右の方向を示してい
る。
【００１８】
　図１は、一実施形態に係る前照灯装置１（照明装置の一例）の一部を、垂直面で切断し
て左方から見た状態を示す図である。前照灯装置１は、車両の前部に搭載され、前方を照
明するための装置である。前照灯装置１は、ハウジング２と透光カバー３を備えている。
透光カバー３は、ハウジング２に装着されて灯室４を区画している。すなわち、ハウジン
グ２は、灯室４の一部を区画している。
【００１９】
　前照灯装置１は、光源ユニット５、光学ユニット６、および電動アクチュエータ７を備
えている。光源ユニット５の一部、光学ユニット６、および電動アクチュエータ７は、灯
室４内に配置されている。
【００２０】
　図２は、ハウジング２の背壁２ａの一部と光源ユニット５の一部を左上前方から見た斜
視図である。図３は、ハウジング２の背壁２ａの一部を左下後方から見た斜視図である。
背壁２ａには円形の開口２ｂが形成されている。光源ユニット５は、背壁２ａに支持され
ている。光源ユニット５は、光源５１とヒートシンク５２を備えている。
【００２１】
　光源５１は、灯室４内に配置されている。光源５１は、半導体発光素子により構成され
ている。半導体発光素子の例としては、発光ダイオード、レーザダイオード、有機ＥＬ素
子などが挙げられる。発光素子の数は仕様に応じて適宜に定められる。また、光源５１と
してランプ光源（放電灯やハロゲンバルブなど）を用いてもよい。
【００２２】
　ヒートシンク５２は、金属などの熱伝導性の高い材料により形成されている。ヒートシ
ンク５２は、第一部分５２ａと第二部分５２ｂを備えている。第一部分５２ａは、灯室４
内に配置されている。第一部分５２ａは、光源５１を支持している。第二部分５２ｂは、
開口２ｂを通じてハウジング２の外側に露出している部分を含んでいる。第二部分５２ｂ
は、複数の放熱板を備えている。複数の放熱板は、上下方向に延びている。
【００２３】
　図４は、光学ユニット６を左上後方から見た斜視図である。光学ユニット６は、投影レ
ンズ６１とレンズホルダ６２を備えている。レンズホルダ６２は、投影レンズ６１を支持
している。投影レンズ６１とレンズホルダ６２の相対位置は変化しない。光源５１から出
射された光の少なくとも一部は、投影レンズ６１を通過する。投影レンズ６１を通過した
光は、透光カバー３を通過して、前照灯装置１の前方を照明する。すなわち、光学ユニッ
ト６は、光源５１から出射された光を前方（所定の方向の一例）へ照射するように構成さ
れている。
【００２４】
　光学ユニット６は、左軸部６３と右軸部６４を備えている。左軸部６３は、レンズホル
ダ６２の左端部から後方へ延びる腕部の先端に設けられている。右軸部６４は、レンズホ
ルダ６２の右端部から後方へ延びる腕部の先端に設けられている。ともに円柱形状を呈し
ている左軸部６３と右軸部６４の各中心軸は、軸線Ａ１上に配置されている。軸線Ａ１は
、投影レンズ６１の光軸Ａ２と直交する向きに延びている。
【００２５】
　光学ユニット６は、ジョイント６５を備えている。ジョイント６５は、レンズホルダ６
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２の下部に設けられている。ジョイント６５は、一対の係合片を有している。当該一対の
係合片は、後方に開口する係合溝６５ａを形成している。
【００２６】
　図５は、前照灯装置１の一部（灯室４内に位置している部分）を右上前方から見た斜視
図である。図６は、図５に示される状態から光学ユニット６が取り外された状態を示す斜
視図である。
【００２７】
　光源ユニット５は、左軸保持部５３と右軸保持部５４を備えている。左軸保持部５３は
、光源５１の左方に設けられている。左軸保持部５３は、一対の係合片を有している。当
該一対の係合片は、前方に開口する左係合溝５３ａを形成している。右軸保持部５４は、
光源５１の右方に設けられている。右軸保持部５４は、一対の係合片を有している。当該
一対の係合片は、前方に開口する右係合溝５４ａを形成している。左軸保持部５３と右軸
保持部５４は、ヒートシンク５２に対して相対位置不変である。
【００２８】
　電動アクチュエータ７は、光学ユニット６を光源ユニット５に対して変位させる装置で
ある。具体的には、電動アクチュエータ７は、レベリング制御に用いられる。レベリング
制御は、乗車人数や荷物の積み込みによる車高の変化に応じて、投影レンズ６１の光軸Ａ
２の向きを、車両の上下方向に変化させる制御である。
【００２９】
　電動アクチュエータ７は、ケース７ａとシャフト７ｂを備えている。シャフト７ｂは、
ケース７ａから前方に延びている。シャフト７ｂは、ケース７ａに対して前後方向に進退
可能とされている。ケース７ａは、シャフト７ｂを前後方向に変位させる駆動機構と、当
該駆動機構の動作を制御する制御回路を収容している。制御回路は、図示しないコネクタ
を通じて外部からの制御信号を受信し、当該制御信号に応じてシャフト７ｂの変位量を調
整するように構成されている。
【００３０】
　図５に示されるように光学ユニット６が光源ユニット５に装着されるとき、光学ユニッ
ト６の左軸部６３と右軸部６４は、それぞれ前方から光源ユニット５の左係合溝５３ａと
右係合溝５４ａに進入し、係合する。これにより、左軸部６３と右軸部６４は、それぞれ
軸線Ａ１を中心として回動可能に左軸保持部５３と右軸保持部５４に保持される。また、
電動アクチュエータ７のシャフト７ｂの先端は、光学ユニット６の係合溝６５ａに後方か
ら進入し、係合する。これにより、シャフト７ｂは、ジョイント６５と連結される。
【００３１】
　図７を参照しつつ、レベリング制御時における電動アクチュエータ７と光学ユニット６
の動作について説明する。図７の（Ａ）は、シャフト７ｂが可動範囲の前端に配置された
状態を示している。図７の（Ｂ）は、シャフト７ｂが可動範囲の後端に配置された状態を
示している。
【００３２】
　図７の（Ａ）に示される状態から、適当な制御信号の入力によって電動アクチュエータ
７のシャフト７ｂが後方へ変位すると、ジョイント６５を介してレンズホルダ６２の下部
が後方へ引かれる。これにより、左軸部６３と右軸部６４は、軸線Ａ１を中心として、左
軸保持部５３と右軸保持部５４内でそれぞれ左方から見て反時計回りに回動する。したが
って、図７の（Ｂ）に示されるように、投影レンズ６１の光軸Ａ２が下方へ傾く。
【００３３】
　反対に、図７の（Ｂ）に示される状態から、適当な制御信号の入力によって電動アクチ
ュエータ７のシャフト７ｂが前方へ変位すると、ジョイント６５を介してレンズホルダ６
２の下部が前方へ押される。これにより、左軸部６３と右軸部６４は、軸線Ａ１を中心と
して、左軸保持部５３と右軸保持部５４内でそれぞれ左方から見て時計回りに回動する。
したがって、図７の（Ａ）に示されるように、投影レンズ６１の光軸Ａ２が上方へ傾く。
【００３４】
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　図１に示されるように、前照灯装置１は、弾性部材８を備えている。図２と図３に示さ
れるように、弾性部材８は、ヒートシンク５２の第二部分５２ｂとハウジング２の開口２
ｂの縁の間に配置される部分を有している。弾性部材８の例としては、Ｏリングやガスケ
ット、伸縮可能な蛇腹部材などが挙げられる。したがって、弾性部材８は、ヒートシンク
５２の第二部分５２ｂを、ハウジング２に対して変位可能に保持している。
【００３５】
　図１に示されるように、前照灯装置１は、エイミングユニット９を備えている。エイミ
ングユニット９は、光学ユニット６の初期位置（具体的には、投影レンズ６１の光軸の初
期位置）を調整する機構である。図８に示されるように、エイミングユニット９は、フレ
ーム部材９１、第一ジョイント９２、第二ジョイント９３、支点部材９４、第一ネジ部材
９５、および第二ネジ部材９６を備えている。
【００３６】
　他方、ハウジング２の背壁２ａには、開口２ｂに加え、第一貫通孔２ｃ、第二貫通孔２
ｄ、および軸支持部２ｅが形成されている。第一貫通孔２ｃは、開口２ｂの左上方に形成
されている。第二貫通孔２ｄは、開口２ｂの右下方に形成されている。軸支持部２ｅは、
背壁２ａの前面における開口２ｂの左下方に設けられている。
【００３７】
　フレーム部材９１は、ヒートシンク５２における第一部分５２ａの後部に固定されてい
る。したがって、フレーム部材９１は、ヒートシンク５２に対して相対変位不能である。
【００３８】
　第一ジョイント９２は、フレーム部材９１の左上部に設けられている。第一ジョイント
９２は、ネジ穴を有している。第二ジョイント９３は、フレーム部材９１の右下部に設け
られている。第二ジョイント９３は、ネジ穴を有している。支点部材９４は、ボールジョ
イントを介してフレーム部材９１の左下部に連結されている。支点部材９４は、フレーム
部材９１から後方に延びる軸部を有している。
【００３９】
　第一ネジ部材９５は、ヘッド部９５ａと軸部９５ｂを備えている。軸部９５ｂの外周面
にはネジ溝が形成されている。第二ネジ部材９６は、ヘッド部９６ａと軸部９６ｂを備え
ている。軸部９６ｂの外周面にはネジ溝が形成されている。
【００４０】
　ヒートシンク５２、エイミングユニット９、および弾性部材８のハウジング２に対する
組付けは、以下のようにして行なわれる。まず、ヒートシンク５２の第二部分５２ｂが、
ハウジング２の背壁２ａの前方から開口２ｂに挿入される。このとき、エイミングユニッ
ト９の支点部材９４の軸部が、背壁２ａの前面に設けられた軸支持部２ｅに固定される。
第一ジョイント９２のネジ穴は、ハウジング２の第一貫通孔２ｃと対向する。第二ジョイ
ント９３のネジ穴は、ハウジング２の第二貫通孔２ｄと対向する。
【００４１】
　次いで、背壁２ａの後方から弾性部材８が装着される。弾性部材８の一部は、ヒートシ
ンク５２の第二部分５２ｂとハウジング２の開口２ｂの縁との間に配置され、開口２ｂを
塞ぐ。これにより、ヒートシンク５２の一部がハウジング２の外部に露出されて放熱性が
向上する一方、灯室４への水や埃の侵入が防止される。また、開口２ｂの封止状態が維持
されたままで、第二部分５２ｂのハウジング２に対する相対変位が許容される。
【００４２】
　また、第一ネジ部材９５の軸部９５ｂと第二ネジ部材９６の軸部９６ｂが、それぞれハ
ウジング２の第一貫通孔２ｃと第二貫通孔２ｄに挿入される。図５と図７に示されるよう
に、第一ネジ部材９５の軸部９５ｂは、灯室４内の第一ジョイント９２に形成されたネジ
穴と螺合する。第二ネジ部材９６の軸部９６ｂは、灯室４内の第二ジョイント９３に形成
されたネジ穴と螺合する。
【００４３】
　この状態において、図３に示されるように、第一ネジ部材９５のヘッド部９５ａと第二
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ネジ部材９６のヘッド部９６ａは、ハウジング２の背壁２ａの外側に配置される。
【００４４】
　図９は、第一ネジ部材９５の回転に伴う、前照灯装置１の各部の動きを説明するための
図である。図９の（Ａ）は初期状態を示している。
【００４５】
　この状態から、図示しない治具によりヘッド部９５ａが時計回りに手動回転されると、
軸部９５ｂと第一ジョイント９２の螺合位置が変化し、第一ジョイント９２が後方に変位
する。これにより、フレーム部材９１が支点部材９４を中心として上方に傾く。フレーム
部材９１はヒートシンク５２に対して相対位置不変に固定されており、光学ユニット６は
、ヒートシンク５２に対して相対位置不変な左軸保持部５３と右軸保持部５４を介して支
持されているため、ヒートシンク５２と光学ユニット６が、ハウジング２に対して上方に
傾く。その結果、図９の（Ｂ）に示されるように、投影レンズ６１の光軸Ａ２が上方に傾
く。
【００４６】
　逆に、図９の（Ａ）に示される状態からヘッド部９５ａが反時計回りに手動回転される
と、第一ジョイント９２が前方に変位する。これにより、フレーム部材９１が支点部材９
４を中心として下方に傾き、ヒートシンク５２と光学ユニット６が、ハウジング２に対し
て下方に傾く。その結果、図９の（Ｃ）に示されるように、投影レンズ６１の光軸Ａ２が
下方に傾く。
【００４７】
　すなわち、ハウジング２の背壁２ａを貫通して延びている第一ネジ部材９５は、手動回
転されることによって、ヒートシンク５２と光学ユニット６をハウジング２に対して上下
方向に変位させる。
【００４８】
　図１０は、第二ネジ部材９６の回転に伴う、前照灯装置１の各部の動きを説明するため
の図である。図１０の（Ａ）は初期状態を示している。
【００４９】
　この状態から、図示しない治具によりヘッド部９６ａが時計回りに手動回転されると、
軸部９６ｂと第二ジョイント９３の螺合位置が変化し、第二ジョイント９３が後方に変位
する。これにより、フレーム部材９１が支点部材９４を中心として右方に傾く。フレーム
部材９１はヒートシンク５２に対して相対位置不変に固定されており、光学ユニット６は
、ヒートシンク５２に対して相対位置不変な左軸保持部５３と右軸保持部５４を介して支
持されているため、ヒートシンク５２と光学ユニット６が、ハウジング２に対して右方に
傾く。結果として、図１０の（Ｂ）に示されるように、投影レンズ６１の光軸Ａ２が右方
に傾く。
【００５０】
　逆に、図１０の（Ａ）に示される状態からヘッド部９６ａが反時計回りに手動回転され
ると、第二ジョイント９３が前方に変位する。これにより、フレーム部材９１が支点部材
９４を中心として左方に傾き、ヒートシンク５２と光学ユニット６が、ハウジング２に対
して左方に傾く。結果として、図１０の（Ｃ）に示されるように、投影レンズ６１の光軸
Ａ２が左方に傾く。
【００５１】
　すなわち、ハウジング２の背壁２ａを貫通して延びている第二ネジ部材９６は、手動回
転されることによって、ヒートシンク５２と光学ユニット６をハウジング２に対して左右
方向に変位させる。
【００５２】
　本実施形態に係る前照灯装置１の構成によれば、光学ユニット６の初期位置（投影レン
ズ６１の光軸Ａ２の基準位置）の調整は、第一ネジ部材９５と第二ネジ部材９６を手動回
転することによって行なわれる。このとき、光学ユニット６とヒートシンク５２の相対位
置は不変のまま、両者がともにハウジング２に対して変位される。ヒートシンク５２のハ
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ウジングに対する変位は、弾性部材８によって許容されている。
【００５３】
　他方、電動アクチュエータ７によるレベリング制御は、光学ユニット６がヒートシンク
５２に対して相対変位するように行なわれる。よって、低温環境下において弾性部材８が
硬化し、ヒートシンク５２のハウジング２に対する変位を許容していた弾性や可撓性が失
われても、レベリング制御に支障をきたすことがない。換言すると、車両がそのような低
温環境下に置かれるのは、光学ユニット６の初期位置の手動調整が行なわれた後であるた
め、レベリング制御の遂行にあたって弾性部材８の硬化を考慮する必要がない。したがっ
て、光学ユニット６の初期位置を手動調整する機構を備えつつ、低温環境下でもレベリン
グ制御を遂行できる。
【００５４】
　図２に示されるように、ヒートシンク５２の第一部分５２ａは、複数の放熱フィン５２
ｃを備えている。複数の放熱フィン５２ｃは、光源５１の下方において左右方向に配列さ
れている。各放熱フィン５２ｃは、前後方向に延びている。各放熱フィン５２ｃの前端部
（すなわち光学ユニット６に最も近い部分）は、光源５１と光学ユニット６の間に位置し
ている。
【００５５】
　ヒートシンク５２の第二部分５２ｂがハウジング２の外部に露出しているだけでなく、
灯室４内に配置されるヒートシンク５２の第一部分５２ａにも放熱フィン５２ｃが設けら
れているため、ヒートシンク５２の放熱性を向上できる。放熱性が向上することにより、
ヒートシンク５２の大型化が抑制される。比較的重量の大きいヒートシンク５２の大型化
が抑制されることにより、手動で行なわれる第一ネジ部材９５と第二ネジ部材９６による
光学ユニット６の初期位置調整が容易とされうる。
【００５６】
　図６に示されるように、光源ユニット５は、リフレクタ５５を備えている。リフレクタ
５５は、ヒートシンク５２の第一部分５２ａに支持されている。リフレクタ５５は、光源
５１から出射された光の少なくとも一部を、光学ユニット６へ向けて反射するように構成
されている。
【００５７】
　図２に示されるように、ヒートシンク５２の第一部分５２ａは、ハウジング２の外側に
露出する第二部分５２ｂに向かって窪んでいる凹部５２ｄを有している。図１０に示され
るように、リフレクタ５５の一部は、当該凹部５２ｄ内に配置されている。
【００５８】
　第二部分５２ｂがハウジング２の外部に露出していることによってヒートシンク５２の
放熱性が向上しているため、ヒートシンク５２の体積の一部をリフレクタ５５の収容空間
として利用できる。これにより、灯室４内の空間の利用効率が高まり、前照灯装置１の大
型化を抑制できる。また、比較的重量の大きいヒートシンク５２の大型化が抑制されうる
ため、手動で行なわれる第一ネジ部材９５と第二ネジ部材９６による光学ユニット６の初
期位置調整が容易とされうる。
【００５９】
　図８に示されるように、弾性部材８は、ヒートシンク５２の第二部分５２ｂと接する内
周部８ａを有している。内周部８ａは、円形状を呈している。すなわち、ヒートシンク５
２の第二部分５２ｂは、開口２ｂの外側から見て円形状を呈している。また、図２に示さ
れるように、弾性部材８は、ハウジング２の開口２ｂの縁と接する外周部８ｂを有してい
る。前述のように、開口２ｂは円形状であるため、外周部８ｂも円形状を呈している。
【００６０】
　第一ネジ部材９５と第二ネジ部材９６による光学ユニット６の初期位置調整時において
、ヒートシンク５２の第二部分５２ｂのハウジング２に対する変位によって弾性部材８が
変形する。このような構成によれば、そのような変形に伴って発生する応力が特定の箇所
に集中しにくい。したがって、弾性部材８の封止能力の劣化を抑制できる。また、弾性部
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材８の変形に伴って発生する応力が特定の箇所に集中しにくいため、手動で行なわれる第
一ネジ部材９５と第二ネジ部材９６による光学ユニット６の初期位置調整が容易とされう
る。
【００６１】
　このような効果を得るにあたっては、弾性部材８の内周部８ａと外周部８ｂの少なくと
も一方が円形を呈していればよい。すなわち、ハウジング２の開口２ｂと弾性部材８の外
周部８ｂが円形を呈していれば、弾性部材８の内周部８ａの形状とヒートシンク５２の第
二部分５２ｂの断面形状は、適宜に定められうる。また、弾性部材８の内周部８ａの形状
とヒートシンク５２の第二部分５２ｂの断面形状が円形を呈していれば、ハウジング２の
開口２ｂと弾性部材８の外周部８ｂの形状は適宜に定められうる。
【００６２】
　上記の実施形態は、本発明の理解を容易にするための例示にすぎない。上記の実施形態
に係る構成は、本発明の趣旨を逸脱しなければ、適宜に変更・改良されうる。また、等価
物が本発明の技術的範囲に含まれることは明らかである。
【００６３】
　上記の実施形態においては、ヒートシンク５２の第一部分５２ａの上部に光源５１とリ
フレクタ５５が一つずつ支持されている。しかしながら、図１１に示されるように、ヒー
トシンク５２の第一部分５２ａの上部に第一光源１５１と第一リフレクタ１５５が支持さ
れ、第一部分５２ａの下部に第二光源２５１と第二リフレクタ２５５が支持される構成が
採用されうる。第一リフレクタ１５５は、第一光源１５１から出射された光の少なくとも
一部を、光学ユニット６へ向けて反射するように構成されている。第二リフレクタ２５５
は、第二光源２５１から出射された光の少なくとも一部を、光学ユニット６へ向けて反射
するように構成されている。
【００６４】
　図１２は、図１１に示される状態から電動アクチュエータ７とエイミングユニット９が
取り外された構成を、右上前方から見た斜視図である。図１３は、同構成を右下前方から
見た斜視図である。
【００６５】
　図１２に示されるように、ヒートシンク５２の第一部分５２ａの上部は、ハウジング２
の外側に露出する第二部分５２ｂに向かって窪んでいる第一凹部１５２ｄを有している。
第一リフレクタ１５５の一部は、当該第一凹部１５２ｄ内に配置されている。
【００６６】
　図１３に示されるように、ヒートシンク５２の第一部分５２ａの下部は、ハウジング２
の外側に露出する第二部分５２ｂに向かって窪んでいる第二凹部２５２ｄを有している。
第二リフレクタ２５５の一部は、当該第二凹部２５２ｄ内に配置されている。
【００６７】
　第二部分５２ｂがハウジング２の外部に露出していることによってヒートシンク５２の
放熱性が向上しているため、ヒートシンク５２の体積の一部を第一リフレクタ１５５と第
二リフレクタ２５５の収容空間として利用できる。これにより、灯室４内の空間の利用効
率が高まり、前照灯装置１の大型化を抑制できる。また、比較的重量の大きいヒートシン
ク５２の大型化が抑制されうるため、手動で行なわれる第一ネジ部材９５と第二ネジ部材
９６による光学ユニット６の初期位置調整が容易とされうる。
【００６８】
　上記の実施形態においては、光学ユニット６が左軸部６３と右軸部６４を備えており、
光源ユニット５が左軸保持部５３と右軸保持部５４を備えている。しかしながら、光学ユ
ニット６をヒートシンク５２に対して相対変位可能にするために、光源ユニット５が左軸
部と右軸部を備え、当該左軸部と当該右軸部をそれぞれ保持する左軸保持部と右軸保持部
を光学ユニット６が備えてもよい。
【００６９】
　上記の実施形態においては、電動アクチュエータ７は、投影レンズ６１の光軸Ａ２を上
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下方向に変位させるレベリング制御に用いられている。これに加えてあるいは代えて、投
影レンズ６１の光軸Ａ２を左右方向に変位させるスイブル制御に電動アクチュエータが用
いられてもよい。
【００７０】
　上記の実施形態においては、照明装置の一例として前照灯装置１を例示した。しかしな
がら、本発明は、ハウジングと透光カバーにより区画される灯室内に光学ユニットを備え
、当該光学ユニットの初期位置調整と、当該位置調整とは独立した光学ユニットの位置調
整を必要とする各種の照明装置に適用可能である。
【符号の説明】
【００７１】
　１：前照灯装置、２：ハウジング、２ａ：背壁、２ｂ：開口、４：灯室、５１：光源、
５２：ヒートシンク、５２ａ：第一部分、５２ｂ：第二部分、５２ｃ：放熱フィン、５２
ｄ：凹部、１５２ｄ：第一凹部、２５２ｄ：第二凹部、６：光学ユニット、７：電動アク
チュエータ、８：弾性部材、８ａ：内周部、８ｂ：外周部、９５：第一ネジ部材、９６：
第二ネジ部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】
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